


1 令和元年度（7月1日(月)開催）

区 出席予定者 出席率

北区 17 55%

東区 14 47%

中央区 23 61%

江南区 22 73%

秋葉区 12 40%

南区 10 33%

西区 17 47%

西蒲区 7 23%

計 計 122 ( 48% )

2 （参考）過年度

年度 出席者 出席率

H30 108 43%

H29 132 52%

H28 119 47%

H27 125 49%

H26 95 38%

平均 116 46%

令和元年度　区自治協議会委員研修会出席状況について



当日の様子

←↓パネルディスカッ
ションの様子

←ロビーにてラムサール条約の啓
発用パネルを展示

北区の取組みについて

発表する松田会長



会場からの意見・感想
（抜粋）

ラムサール条約への登録、応援しています！

・提案事業で作られたマップ、大変グレードが

高いと思います。

・自治協議会が主体となってこの計画をしてい

るととらえてよいのでしょうか。他の区とは

異なる感じがしました。

・自治会長向け講演会を開催されたとのこと。

良い流れ方だと思います。

・自治協議会から「ラムサール条約」登録に向

けて取り組むことは、登録後にも継続して事

業が行えるので、登録されるといい。

・北区の文化を大切に守る活動は、自治協の本

質的な取組みであると思います。早期登録を

期待します。

・自治協議会としてラムサール条約に取り組む

ことは、区民の意識をまとめ、協働する機運

を再構成する意味で大いに意義があると考

える。

・問題が大きすぎて完了するまで時間がかかる

のではないかと思いました。

・今年から自治協議会の委員になりました。こ

れからの活動がとても楽しみになりました。

「区外の人に応援してもらう」仕組みづくり 

・今後は出張して他の区や市民にもっとアピー

ルしてはどうでしょうか？

・ラムサール条約登録されることでどの様なメ

リットが自治協議会にありますか？県外か

らも観光地として推進してください。

北区の取り組み参考にしたい！ 

・自然環境の大切さを発信されている自治協議

会の活動、取組みに一生懸命さを感じまし

た。

・自治協議会委員が学習会で知識をもつことは

大切と思った。

・ラムサール条約への登録に向けた住民のリー

ダーシップをとるべく活動はすばらしく、自

治協議会ならではの活動だと思う。

・自然の豊かさをたくさんの方に知ってもらお

う、また、その保全に取り組んでいくために

啓発活動する、継続的な取組みに感動しまし

た。 地域の魅力を子供達に伝えているのか？ 

・福島潟の魅力とか楽しいことを小・中学校の

子どもたちに広く知らせる活動は、すすめら

れているのか？

・新しい物を作り上げるのではなく、今ある物

を引き継いでいる大切さを知りました。地区

の小中学校生徒と保護者を交えた活動はな

されているのでしょうか？

もう少し詳しく教えてください！ 

・ラムサール条約の住民周知に向け、区役所と

自治協議会との役割分担はどのようにされ

たのか。

・自治協議会は委員が変わり、方向性も途中で

変わったりするが、登録まで続けることが可

能なのか。

国内外の観光客向けＰＲの仕方を工夫できそう！ 

・飲食施設がもっと充実していれば、もっと来館者にＰＲできるのではと思います。

・佐潟（水鳥、湿地）をよく勉強して、福島潟の条約登録にむかっている。河童のユウタ等は

まだ広く知られていない。魅力の発信を広く、何回も何回も続けるべきと思う。

・交通網の整備を早急に願う。

・佐潟と一緒に市、県単位でのＰＲをすすめ、国内外からの観光客を呼び込んでほしい。その

為にはサインの増設や４ヶ国語表示も必要です。

・「福島潟」に行けば、いつでも大自然（湿地の）に会える。この好条件をぜひ後世に残してい

ってほしい。各々のご尽力に敬意を表します。



ï î

í ì

ë ê

é è



北区自治協議会の取り組み北区自治協議会の取り組み

令和元年7月1日 区自治協議会委員研修会令和元年7月1日 区自治協議会委員研修会

会長 松田正實会長 松田正實



平成28年10月11日
「福島潟のラムサール条約登録に向けた取り組み推進への要請書」を
篠田市長に提出。



【北区自治協議会委員研修】 平成29年11月9日（木）
佐潟⇒佐潟水鳥・湿地センター

佐潟（さかた） 平成８年３月ラムサール条約湿地として登録
面積：約44ha 水面標高：4.8m 所在地：西区赤塚



上下二つの潟から成る美しい佐潟を眺めながら、佐潟水鳥・湿地センター職員から説明を受ける

環境政策課職員よりラムサール条約登録の条件やメリット等について説明を受ける



自然文化部会について
文化・スポーツ、環境などの分野を所管

【平成29年度】

①オオヒシクイのはく製
（冬季期間限定）

②アクリル板
（5枚 両面）

④福島潟等の紹介映像
（2作品）

③景色解説表示（5ヵ所）

20年ぶりに水の駅「ビュー福島潟」の展示を見直し、次の４つを実施

自治会長向け講演会
日時：平成29年11月30日（木）
会場：北区文化会館
参加者：78人（自治会長）
講師：大熊孝新潟大学名誉教授
演題：越後平野の変遷とかろうじて

残された潟
～ラムサール条約都市・

新潟に向けて～

○北区の潟の魅力発信事業
福島潟のラムサール条約登録に向けて、区民の理解を深め、水辺環境の保全と活用を図
るため、大熊孝新潟大学名誉教授を講師として、自治会長向けの講演会を開催しました。
また約20年更新されていなかった、水の駅「ビュー福島潟」の展示をリニューアルするととも
に、区内の様々な水辺を紹介する「北区の水辺マップ」を発行し、区内外に北区の水辺の魅
力を発信しました。



「北区の水辺マップ」を7年ぶりにリニューアル
水辺への分かりやすい地図と解説、潟の上空から
撮った写真を入れた「北区の水辺マップNEW」は、
北区役所・北出張所や
水の駅「ビュー福島潟」等で配布

福島潟マスコットキャラクター
クイクイ



○福島潟の魅力発信事業
豊かな自然環境の活用と健康増進につながる方策を考えるため、部会の研修として、改
修工事が進む福島潟や、新潟医療福祉大学構内外を見学しました。

また、河童の目線から、自然の豊かさに気づいてもらおうと、福島潟に棲む河童が主人
公のファンタジー『河童のユウタの冒険』（斎藤惇夫著）に着目し、挿絵作家が描いた「ユ
ウタの棲家」の絵を大きく引き伸ばしたタペストリーを制作・展示しました。原画も展示でき
るようにし、水の駅「ビュー福島潟」の展示をさらに充実させました。併せて、ラムサール条
約やその理念についての理解を深めるための啓発パネルやパンフレットを作成し、展示、
配布しました。
継続的に、より広く福島潟の魅力を発信していくことが今後の課題です。

【平成30年度】

11月25日（日）
シンポジウム「河童のユウタの冒険」と福島潟

『河童のユウタの冒険』上・下巻
斎藤惇夫／作金井田英津子／画 福音館書店



5月25日（金）新潟地域振興局職員から
福島潟の治水工事について説明を受ける

「ユウタの棲家」タペストリーの展示

ラムサール条約やその理念を深めるため、パネルやパンフレットを作成
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